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SFP-GE-PON 型 「O」A 光 加 入 者 線 終端 装置 タイ プ S 
ユー ザマ ニュ アル 


本 装置 を 運用 中 は 、 筐 体 表 面 が 高温 と な っ て お り ま す 。 

安全 の た め 、 本 装置 の 運用 中 は 本 装置 の 金属 部 に 触れ な いよ うに お 願い し ます 。 

また 、 接 続 先 装 置か ら 取 り 外し た 直後 は 、 金 属 部 に は 触ら ず 、 樹 脂 部 を 持つ よう 注意 願い 
ます 。 


安全 に お 使い いた だ く た め に (必ず お 守り くだ さい ) 
この マニ ュ ア ル に は 、 お 使い に な る 人 や 、 他 の 人 々 へ の 危害 や 財産 へ の 損害 を 未然 に 防 

ぎ 、 本 製品 を 安全 に お 使い いた だ く た め に 、 守 っ て いた だ きた い 事項 を 示し て いま す 。 その 表 

示 と 図 記号 の 意味 は 次 の よう に な っ て いま す 。 内 容 を よく 理解 し て か ら 、 本 文 を お 読み くだ さ 

。 

本 書 中 の マー ク 説 明 

人 警 告 | に を 無 梓 し て 誤っ た 取り 扱い を する と 人 が 死亡 また は 重傷 を 負う 危険 性 が 

寺 『 円 | 定 さ れる 内 容 を 示し て いま す 。 

公 注 意 | の を 無視 し て 負 っ た 取り 扱い を する と 人 が 傷害 を 負う 可能 仁 が 想定 され る 内 
^ 二 7 守 、 | 登 お よび 物 0 損害 の み の 発生 が 想定 され る 内 容 を 示し て いま す 。 


記号 は 茜 止 の 行為 で ある こと を 告げ る も の で す 。 図 の 中 や 近傍 に 具体 的 な 禁止 
内 容 ( 左 図 は 分 解 茜 止 ) が 描か れ て いま す 。 


條 記号 は 危険 が 発生 する お それ の ある こと を 表し ます 。 図 の 中 や 近傍 に 具体 的 な 
危険 の 内 容 ( 左 図 は 高温 注意 ) が 描か れ て いま す 。 


堆 を 示し ます 。 こ の 記号 の つい た 告 ・ 注 意 文 が 指定 する 行為 は 必ず 実行 し て 
くだ さい 。 


1 


は じ め に 

SFP-GE-PON 型 「O」A 光 加 入 者 線 終端 装置 タイ プ S を ご 使用 いた だ きま し て 誠に あり が 
と う ご ざ いま す 。 

この マニ ュ ア ル は 、SFP-GE-PON 型 「O」A 光 加 入 者 線 終端 装置 タイ プ S を ご 使用 いた だ 
く 際 の ご 注意 事項 を 記載 し て お り ま す 。 本 装置 ご 使用 の 前 に 、 よ く お 読み いた だ き 、 内 容 を 
理解 し て くだ さい 。 ま た 、 ユ ー ザ マニ ュ ア ル は 、 いつ で も 参照 で きる 場所 に 保管 し て くだ さい 。 
⑯ 本 マニ ュ ア ル の 内 容 は 、 将 来 予 告 な し に 変更 する こと が あり ます 。 
⑥ 本 装置 の 運用 の 結果 に つき まし て は 、 責 任 を 負い か ね ます 。 ご 了承 くだ さい 。 
⑥ 本 装置 は 日 本 国内 向け 仕様 で す 。 海 外 で は 使用 で きま せん 。 
⑥ その 他 、 各 会 社名 、 各 装置 名 は 、 各 社 の 商標 また は 登録 商標 で す 。 
⑥ 本 装置 は NTT の 設備 と な り ま す 。 通常 の メン テ ナ ン ス や 調整 な ど は 不要 で す 。 普 段 は 

お 手 を 触れ な いよ うに お 願い し ます 。 

禁 無 断 転 載 
本 書 の 内 容 の 一 部 また は 全部 を 無断 で 転載 ある い は 引用 する こと を 禁じ ます 。 


警告 


設置 時 お よび 通常 使用 時 に ご 注意 いた だ きた いこ と 

| @ 設 置 時 の 怪我 に 注意 し て くだ さい 

( ぐ ) | 設置 時 は 樹脂 部 を 持っ て 挿入 し て くだ さい 。 接続 先 装 置 の スロ ッ ト 挿 入 時 に 指 を は さ み 、 人 怪我 
を する 場合 が あり ます 。 


@ 次 の よう な 場合 に は 本 装置 が 挿入 され て いる 接続 先 表 置 の 電源 ブラ グ を 電源 コン セン ト か ら 抜 
く な ど し て 、 接続 先 装置 の 電源 を オフ に し て くだ さい 
火災 、 感 電 の 原因 と な る こと が ある の で 、 次 の よう な 場合 に は 本 装置 が 挿入 され て いる 接続 先 装 
置 の 電源 ブラ グ を 抜く な ど し て 、 接続 先 装置 の 電源 を オフ に し た うえ で 、「 故 障 時 の お 問い 合わ せ 
(Q) | 先 』 に ご 連絡 くだ さい 。 

異臭 、 煙 が 発生 し た 場合 
内 部 に 金属 な どの 異物 や 水 な どの 流体 が 入っ た 場合 
本 装置 また は 接続 先 装置 を 落下 させ る 等 の 強い 衝撃 を 与え て し まっ た 場合 
火災 ・ 地 震 等 が 発生 し た 場合 な ど に 、 本 装置 に 異常 が 認め られ た 場合 


人 @ 水 は 禁物 で す 

水 や 海水 に つけ た り 、 ぬ らし た り 、 ぬ れ た 手 で 操作 する こと は し な いで くだ さい 。 火災 、 感 電 の 原因 
IN) と な る こと が あり ます 。 水 が 入っ た り 、 ぬ らし た 場合 は 、 本 装置 が 挿入 され て いる 接続 先 装置 の 電 
源 ブ ラグ を 電源 コン セン ト か ら 抜く な ど し て 、 接 続 先 装置 の 電源 を オフ に し た うえ で 、「 故 障 時 の お 
問い 合わ せ 先 」 に ご 連絡 くだ さい 。 


この 装置 は 、 ク ラス 日 情報 技術 装置 で す 。 この 装置 は 、 家 許 環 境 で 使用 する こと を 目的 と 
し て いま す が 、 こ の 装置 が ラジ オ や テレ ビジ ョ ン 受信 機 に 近接 し て 使用 され る と 、 受 信 障 害 
を 引き 起こ すこ と が あり ます 。 


本 マニ ュ ア ル に 従っ て 正しい 取り 扱い を し て くだ さい 。 VCCI 一 B 


人 @ 熱 に 注意 し て くだ さい 
熱 器 具 、 高 温 を 発する 装置 の 近く や 、 直 射 日 光 の あたる と ころ 、 燃 え や すい も の の 近く に 置か な い 
で くだ さい 。 火災 、 感 電 の 原因 と な る こと が あり ます 。 


の 


人 @ 抜 去 時 の や けど に 注意 し て くだ さい 


公 本 装置 を 接続 先 装置 の スロ ッ ト か ら 抜 去 する 場合 は 、 必 ず 樹 脂 部 を 持ち 、 金 属 部 (高温 注意 記号 
部 ) に は 触ら な いで くだ さい 。 本 装置 を 抜 夫 時 に や けど を する 場合 が あり ます 。 
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介 ぼ こり は 取り 除い て くだ さい 

本 装置 を 接続 先 装 置 の スロ ッ ト に 差し 込む 際 に は 、 本 装置 端子 部 に ほこ り が 付着 し て いな いこ と を 
⑳ 確認 し て か ら 差 し 込ん で くだ さい 。 端子 部 に ほこ りな ど が 付着 し て いる と 火災 ・ 感 電 の 原因 と な る こ 
と が あり ます 。 


人 @ 次 の よう な も の を そば に 冒 か な いで くだ さい ] 

本 製品 の 上 や 近く に 花瓶 、 コ ッ プ 、 化 粧品 、 薬 品 な ど 液体 の 入っ た 容器 や 植木 鉢 、 ま た は 小さ な 金 
ぐ 属 類 を 置か な いで くだ さい 。 こ ぼれ た り 、 中 に 入っ た り し た 場合 、 火 災 ・ 感 電 の 原因 と な る こと が あり 
ます 。 


人 @ 次 の よう な 場所 に は 置か か いで くだ さい 
火災 、 感 電 の 原因 と な る こと が あり ます の で 、 次 の よう な 場所 に は 置か な いで くだ さい 。 
ぐ く ・ 湯気 の あたる と ころ 、 結 露 し や すい と ころ 、 水 が か か りや すい と ころ 
ちり や ほぼ ほこり の 多い 場所 
油 、 可 燃 ガ ス が 漏れ る お それ の ある 場所 
腐食 性 ガス や 塩分 を 含ん だ 外気 が 直接 入り 込む 場所 


人 @ 本 装置 、 添 付 品 を 口 の 中 に 入れ な いで くだ さい 
Q 本 装置 及び 光 コ ネ ク タ キ ャ ッ プ を 絶対 に 口 の 中 に 入れ な いで くだ さい 。 誤 飲 や 窒息 の 危険 が あり ま 
す 。 特に 小さ な お 子 さ ま の いる ご 家庭 で は ご 注意 くだ さい 。 


ュー ユー = 
余 注 忌 、 
不適 切な 場所 に 設置 し な いで くだ さい 


傾い た 場所 や 不安 定 な 場所 で 使用 し な いで くだ さい 。 また 、 振 動 の 多い 場所 で 使用 し な いで く 
だ さい 。 本 装置 お よび 接続 先 装置 の 落下 に より 怪我 を する 恐れ が あり ます 。 

N 電気 製品 ・AV・OA 機器 な どの 磁気 を 帯び て いる と ころ や 磁 波 が 発生 し て いる と ころ に 置か な い 

で くだ さい 。 通信 で き な い な どの 異常 な 状態 に な る 場合 が あり ます 。 


ケー ブル 類 の 取扱 い に 注意 し て くだ さい 


光 フ ァ イ バ パケ ー ブ ル の 扱い に は 注意 し て くだ さい 。 ケー ブル が 損傷 する 麗 れ が あり ます 。 
・ 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル に ひっ か か ら な いよ うに ご 注意 くだ さい 。 特に 小さ な お 子 さ まま の いる ご 家 訂 
で は 十分 に ご 注意 くだ さい 。 
9 | 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル は 設置 され た 状態 で 使用 し て くだ さい 。 
・ 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル を 「 引 っ 張る 、 東 ね る 、 無 理 に 折り 曲げ る また は 加工 する 」 こ と を し な いで く 
だ さい 。 


装置 の 発熱 に 注意 し て くだ さい 


| 電 用 中 の 装置 は 発熱 し ます の で 、 装 置 本 体 に は 長 時 間 触れ な いで くだ さい 。 低 温 や けど の 原因 と 
| な る こと が あり ます 。 


@ 袋 を か ぶら な いで くだ さい 
IN) 本 装置 の 外装 用 の 袋 は 、 小 さ な お 子 さ ま に と っ て 窒息 の 危険 が あり ます 。 開封 後 、 廃 茎 す る 場合 
は 、 各 自治 体 の 分 別 方 法 に 従い 処理 し て くだ さい 。 


雪が 発生 し た と き に は 


人 @ 雪 の と き は 使用 を 控え て くだ さい 

ぐ 近く に 雷 が 発生 し た と き は 本 装置 が 挿入 され て いる 接続 先 装置 の 電源 ブラ グ を 抜く な ど し て 、 接 続 
先 装置 の 電源 を オフ に し 、 ご 使用 を お 控え くだ さい 。 落雷 に よっ て 火災 ・ 感 電 の 原因 と な る こと が あ 

り ま す 。 


暴 物 を 入れ た り 、 分 解 ・ 改 造 を し な いで くだ さい 


人 @ 異 物 を 入れ た り 、 落 と し た り し な いで くだ さい 

内 部 に 金属 類 や 交 え や すい も の な どの 異物 を 差し 込ん だ り 、 落 と し た り し な いで くだ さい 。 火災 、 感 
IN) 電 の 原因 と な る こと が あり ます 。 異物 が 入っ た 場合 は 、 本 装置 が 挿入 され て いる 接続 先 装置 の 電 
源 ブ ラグ を 抜く な ど し て 、 接 続 先 装置 の 電源 を オフ に し た 上 で 、 「 故 障 時 の お 問い 合わ せ 先 」 に ご 
連絡 くだ さい 。 


人 分 解 や 改造 を し な いで くだ さい 
⑬ 本 装置 の 分 解 や 政 造 、 修 理 を 行わ な か いで くだ さい 。 火災 、 感 電 の 原因 と な る こと が あり ます 。 異常 
発生 時 や 、 万 一 蓋 が 開い て し まっ た 場合 に は 「 故 障 時 の お 問い 合わ せ 先 」 に ご 連絡 くだ さい 。 


ゴ 


レー ザ 光 に つい て ご 注意 いた だ きた いこ と 


@ レ ー ザ 光 に 注意 し て くだ さい 

装置 は 不可 視 レ ー ザ 光 を 使用 し て いま す 。 光 コ ネ ク タ 部 や 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル の 先端 部 な ど レ ー 
IN) ザ 光 が 出 て いる 部 分 を 覗き ミ 込ま な いよ うに し て くだ さい 。 また 、 本 製品 の 蓋 を 開け て 内 部 の 光 フ ァ 
イ バ ケ ー ブ ル に 触れ た り 、 コ ネ ク タ か ら 光 ファ イ バ ケ ー ブ ル を 取り 外し た り し な いで くだ さい 。 人 体 、 
目 に 損傷 を 与え る 危険 が あり ます 。 本 装置 は クラ ス 1 レー ザ 製 品 で す 。 


本 装置 を 接続 先 装置 の スロ ッ ト に 逆 皇 し し な いで くだ さい 


) 本 装置 を 接続 先 装置 の スロ ッ ト に 上 下 逆 に 挿入 する と 、 ス ロッ ト 内 の コネ クタ が 破損 し 、 接 続 先 装 
置 が 故障 する 場合 が あり ます 。 接続 先 装置 の 取り 扱い 説明 書 に 従い 挿入 し て くだ さい 。 


接続 先 装 置 の 電源 プラ グ は 、 本 装置 の 近く に ある 容易 に 抜き 差し 可能 な 電源 コン セン ト に 差し 込ん で くだ さ 
い 


⑳⑭ 万 が 一 の 事故 防止 の た め 、 本 装置 が 挿入 され て いる 接続 先 装置 は 電源 コン セン ト の 近く に 設置 
し 、 す ぐに コン セン ト か ら 電 源 プ ラグ を 抜け る 状態 で ご 使用 くだ さい 。 


設置 場所 変更 の 時 に は 


ゆ 都合 に より 、 装 置 の 設置 場所 を 変更 する 必要 が 生じ た 場合 に は 、 お 客 様 ご 自身 で 光 フ ァ イ バ ケー 
ブル の 抜き 差し や 装置 の 移動 を 行う 前 に 「 故 障 時 の お 問い 合わ せ 先 」 ま で ご 連絡 くだ さい 。 


お 手入れ の と き に は 


ぐ 装置 を 清掃 する 場合 に は 、 接 続 先 装置 の 電源 プラ グ を コン セン ト か ら 抜 く な ど し て 、 接 続 先 装置 の 
電源 を オフ に し て くだ さい 。 ま た 、 シ ン ナ ー 等 の 有機 溶剤 は 使用 し な いで くだ さい 。 


各部 の 名 称 と 機能 
① 状 態 表 示 ラ ンプ : 装置 の 状態 を 表示 し ます 。 各 ラン プ の 表示 内 容 を 示し ます 。 


ラン ブ 状 態 
ラン プ 1 ラン プ 2 内 夫 代 才 
各 灯 | 緑 点灯 | 正 淀 運用 状態 デー タ 通 信 中 は ラン プ 1 が 緑 点滅 し ます 。 

om し ば 5 らく 待っ て も 左記 の 状態 の 場合 は 「 才 障 時 の お 問い 

衝 」 庫 | 人 了 全 す 合わ せ 先 」 ま で ご 連絡 くだ さい 。 

」 NT 光 フ ァ イ バ を 接続 し て も 左記 の 状態 の 場合 は 「 雪 障 時 の 
NT | 捕 計 | DO 信人 お 問い 合わ せ 先 」 ま で ご 連絡 くだ さい 。 
赤 点灯 | 赤 器 灯 | 装置 陣 状 態 「 才 隊 時 の お 問い 合わ せ 先 」 ま で ご 連絡 くだ さい 。 
消灯 消灯 | 電源 が 入っ て いな い 状態 

② 光 コネ クタ : 装置 と 接続 する 光 フ ァ イ バ を 接続 する SC 型 コ ネ ク タ で す 。 


光 フ ァ イ バ を 「 引 っ 張る 、 無 理 に 曲げ る 、 東 ね る 」 こ と が 無い よう ご 注意 くだ さい 。 
③SFP 端子 : 接続 先 装置 側 スロ ッ ト 内 に ある コネ クタ と 接続 する 端子 で す 。 
④ 引 き 抜き 用 バー : 装置 抜去 用 の 引き 抜き 用 バー( 青 色 ) で す 。 


注意 | 装置 を 抜去 する 場合 は 、 必 ず 光 ファ イ バ を 装置 か ら 引き 抜い て か ら 引 き 抜き 用 バー を 操作 し て 
くだ さい 。 


⑤ 高 温 注意 記号 : 高温 に な る 事 を 喚起 する 表示 で す 。 
装置 を 抜去 する 場合 に は 、 高 温 注 意 記 号 部 を 含む 金属 部 に は 触ら な いよ うに し て くだ さい 。 


⑥ 光 コネ クタ キャ ッ プ : 光 コ ネ ク タ 部 を 保護 する キャ ッ プ で す 。 
光 コ ネ ク タ キ ャ ッ プ は 絶対 に 口 の 中 に 入れ な いで くだ さい 。 


③SFP 端子 


ラン プ 1 2 I en 
ラ シ プ ブ 2 ジン 
⑥ 光 コネ クタ キャ ッ プ 
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は 


(1) 抜去 
以下 の 方 法 で 本 装置 を 抜去 し て くだ さい 。 


① 本 装置 か ら 光 ファ イ バ ケ ー ブ ル を 引き 抜き ます 。 


② 引 き 抜 き 用 バー( 青 色 ) を 手前 に 倒し 、 そ の まま 引き 抜い て くだ さい 。 
引き 抜き 後 、 本 装置 の 金属 部 に 触ら な いで くだ さい 。 や けど を する 場合 が あり ます 。 


光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル 


(2) 引き 抜き 用 バー 破損 時 の 抜去 
万 一 、 引 き 抜 き 用 バー が 破損 し た 場合 は 、 以 下 の 方 法 で 抜去 し て くだ さい 。 


① 精 密 ド ライ バ ( マ イナ ス ) な ど で 引 き 抜き 用 パー 下部 に ある 連動 部 位 を 押し 込ん で くだ さい 。 


② 本 装置 の 樹脂 部 を 持ち 、 接 続 先 装置 か ら 引き 抜い て くだ さい 。 
引き 抜き 後 、 本 装置 の 金属 部 に 触ら な いで くだ さい 。 や けど を する 場合 が あり ます 。 


装置 正面 図 


引き 抜き 用 バー が 
完全 に 破損 し た 状態 


7 


引き 抜き 用 バー が 
部 分 破損 し た 状態 


呈 は 


(1) 接続 
以下 の 方 法 で 本 装置 を 接続 し て ご 使用 くだ さい 。 
装置 が 設置 され た 後 は 、 お 客 様 で 本 装置 に 対す る 設定 操作 は 不要 で す 。 


① 本 装置 を 接続 先 装置 の スロ ッ ト に 差し 込み ます 。 
「 カ チッ 」 と 音 が する まで 差し 込ん で くだ さい 。 


= 接続 先 装置 スロ ッ ト 
| 


ンー コネ クタ キャ ッ プ 


Y_) 


N 


WL 


④ 光 コネ クタ キャ ッ プ を 装置 か ら 取り 外し 、 光 ファ イ バ ケ ー ブ ル を 差し 込み ます 。 
「 カ チッ 」 と 音 が する まで 差し 込ん で くだ さい 。 


ヽ ヽ 


(2) 確 認 
① 接 続 が 終わ り ま し た ら 、「 状 態 表 示 ラ ンプ 」 が 次 の 状態 に な る こと を ご 確認 くだ さい 。 
「 ラ ンプ 1」 "ee" " 緑 点灯 
! ラ ジブ 2H0 ooomnnmame 緑 点 灯 ( 通 信 中 は 「 ラ ンプ 1」 が 緑 点 減 と かり ます ) 


し ば らく 待っ て も 、 こ の 状態 に な ら な い 場合 に は 「 故 障 時 の お 問い 合わ せ 先 」 ま で ご 連絡 くだ さい 。 


② 端 末 機器 と の 接続 が 正しく 行わ れ た 後 の 、 イ ンタ ーネット サー ビス の ご 利用 な ど に つき まし て は 
ご 契約 サー ビス の 説明 書 や ご 契約 の サー ビス プロ パイ ダ に ご 確認 の 上 ご 使用 くだ さい 。 


6 
同 梱 品 の 内 容 
① 装 置 本 体 (1 台 ) 
② 光 コネ クタ キャ ッ プ (本 体 に 実装 ) 
③ ユ ー ザ マニ ュ ア ル (1 部 : 本 紙 ) 
④ 回 線 名 表示 シー ルン 取扱 注意 シー ル (1 式 ) 
装置 仕様 
項目 仕様 備考 
SFF-8431 Rev4.1/SFF-8432 Rev5.1/ ※SFF:Small Form Factor 
SFF-8472 Rev11.3 
電源 DC3.3V ー 
消費 電力 | LSW 以下 
外形 寸法 14.0(W) x 78.7(D) 12.7(H) mm | 突起 部 除く 、 光 コネ クタ キャ ッ プ 除 く 
質量 50g 以下 
使用 環境 ケー ジ 温 度 0 で て 60' で 、 湿 度 5<95% ケー ジ 温 度 と は 、 接 続 先 装置 が 持つ 「 本 装置 を 挿 
( 結 圭 し な いこ と ) 入 す る ケー ジ 」 の うち 、 本 装置 と 接触 する 側 の 温度 
電磁 波 規 格 VCCI クラ ス B 準拠 2 


停電 時 に は 
停電 時 に は 、 本 装置 は 使用 で きま せん 。 


故障 か な と 思っ た ら 

通信 で き な い 場合 や 装置 の 故障 と 思わ れる 場合 に は 、 以 下 の 点 に つい て ご 確認 お 願い し ます 。 以下 の 対 
尋 で 復旧 で き な い 、 復 旧 の 後 も 頻繁 に 異常 が み ら れる 場合 、 以下 の ケー ス 以 外 の 場合 に は 、「 故 障 時 の お 
問い 合わ せ 先 」 ま で ご 連絡 くだ さい 。 


状態 


ラン ププ 1、 ラ ンプ 2 が 両方 
と も 消灯 し て いる 


確認 内 容 


接続 先 装置 の 電源 ブラ グ の 抜け な ど 、 
本 装置 に 電源 が 正しく 供給 され て いる か 
ご 確認 くだ さい 。 


対処 


接続 先 装 置 の マニ ュ ア ル に 従い 、 電 源 を 
復旧 させ て くだ さい 。 


本 装置 が 接続 先 装置 の スロ ッ ト に 正しく 
接続 され て いる か ご 確認 くだ さい 。 


本 装置 を 一 旦 引 き 抜き 、 接 続 先 装置 の マ 
ニュ アル に 従い 、 正 し く 接続 し て くだ さい 。 


ラン プ 1 が 赤 点 灯 、 ラ ン 
プ 2 が 消灯 し て いる 


」 


光ケーブル が 接続 され て いる か ご 確認 く 
だ さい 。 


光ケーブル を 一 旦 引き 抜き 、 も う 一 度 差 
し 込ん で くだ さい 。 


ラン プ 1. ラ ンプ 2 と も に 緑 
点灯 だ が 、 通 信 が で き な 
い 


接続 先 装 置 が 正常 に 動作 し て いる か ご 
確認 くだ さい 。 


接続 先 装 置 の マニ ュ ア ル を ご 確認 いた だ 
く か 、「 故 障 時 の お 問い 合わ せ 先 」 ま で ご 
連絡 くだ さい 。 


通信 で き な い 接続 先 装置 が NTT 西日本 で 認定 され た | NTT 西 日 本 で 認定 され た 端末 に 接続 し て 
絡 装置 で ある こと を ご 確認 くだ さい 。 ご 使用 くだ さい 。 
故障 時 の お 問い 合わ せ 先 
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